
  

こ
ら
む   

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ 

⑪

    

盛
者
必
衰
の
無
常―

平
時
忠
一
族
の
墳

　

奥
能
登
観
光
の
拠
点
と
し
て
、
武
家
を
彷
彿
さ
せ
る
格
式
高
い
重
厚
な

佇
ま
い
の
本
家
上
時
国
家
、
能
登
安
徳
合
祀
時
国
家
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
平
時
忠
卿
の
子
・
時
国
以
来
続
く
家
柄
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
能
登
の

配
所
で
没
し
た
平
時

忠
卿
に
つ
い
て
文
献
・

資
料
等
を
め
ぐ
ら
し

考
え
て
み
た
い
。
彼
は

平
家
一
門
の
群
像
の

エ
リ
ー
ト
と
し
て
「
平

家
に
あ
ら
ず
ん
ば
人

に
あ
ら
ず
」
と
公
言
す

る
ほ
ど
平
家
の
権
勢

が
頂
点
に
あ
る
頃
、
政

治
力
に
長
け
た
存
在

で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も

系
図
で
分
か
る
よ
う

に
、
姉
時
子
（
二
位
の

尼
）
は
清
盛
の
妻
、
妹

滋
子
（
建
春
門
院
）
は

後
白
河
院
に
入
り
高

倉
院
を
も
う
け
た
。
更

に
、
時
子
の
息
女
徳
子
（
建
礼
門
院
）
は
高
倉
院
に
入
内
し
安
徳
天
皇
を

出
産
す
る
と
い
う
家
系
で
あ
っ
た
。
十
七
歳
で
天
皇
の
用
を
務
め
る
非
蔵

人
と
な
り
、
生
涯
三
度
別
当
に
な
っ
て
い
る
。
最
終
は
正
二
位
・
権
大
納

言
に
至
る
。
そ
の
間
決
し
て
順
調
で
は
な
く
、
解
官
、
除
名
、
没
官
な
ど

の
数
奇
な
曲
折
を
重
ね
る
。
も
の
の
本
に
よ
れ
ば
、「
狐
の
狡
知
と
獅
子

の
猛
々
し
さ
を
兼
ね
備
え
た
政
治
家
」
と
評
し
て
い
る
。

　

壇
ノ
浦
の
戦
い
に
敗
れ
死
罪
に
処
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
時
忠
は
公
家
平

家
の
家
柄
で
あ
っ
た
こ
と
と
神
鏡
を
帰
坐
さ
せ
た
こ
と
に
よ
っ
て
罪
一
等

を
減
じ
ら
れ
能
登
へ
配
流
と
な
っ
た
。〈
白
浪
の
打
驚
す
岩
の
上
に
ね
い

ら
で
松
の
幾
世
へ
ぬ
ら
ん
〉
と
、
我
が
身
を
波
に
洗
わ
れ
る
岩
間
に
生
え

る
松
に
た
と
え
て
詠
ん
で
い
る
。

　

私
は
晩
秋
大
谷
則
貞
の
山
裾
に
時
忠
一
族
の
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
五
輪

塔
群
の
墳
墓
を
訪
ね
た
。
木
枯
ら
し
に
枯
葉
が
舞
っ
て
い
た
。

　

ふ
ぅ
ー
と
、「
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声　

諸
行
無
常
の
響
き
あ
り　

娑
羅

双
樹
の
花
の
色　

盛
者
必
衰
の
理
を
あ
ら
は
す　

お
ご
れ
る
人
も
久
し
か

ら
ず　

た
だ
春
の
夜
の
夢
の
ご
と
し　

た
け
き
者
も
つ
ひ
に
は
滅
び
ぬ　

ひ
と
へ
に
風
の
前
の
塵
に
同
じ
」（
平
家
物
語
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
（
押
上
武
文
〈
府
中
市
・
宝
立
町
出
身
〉）
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能
登
の
里
山
里
海
が

　
　
　
　

世
界
遺
産
に
認
定

　

６
月
11
日
羽
咋
市
以
北
（
４
市
４
町
）
の
能
登
の
里
山

里
海
と
佐
渡
市
が
国
連
食
糧
農
業
機
関
が
創
設
し
た
制
度

「
世
界
農
業
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
た
。
能
登
の
千
枚
田
の
景

観
や
揚
げ
浜
式
製
塩
な
ど
の
伝
統
的
技
術
、
あ
え
の
こ
と

や
キ
リ
コ
祭
り
の
文
化
な
ど
何
世
紀
に
も
わ
た
る
農
林
水

産
業
や
文
化
、
景
観
、
生
物
多
様
性
に
富
ん
だ
地
域
が
世

界
農
業
遺
産
と
し
て
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、
次
世
代
に
伝

承
す
る
こ
と
が
目
的
と
な
っ
て
い
る
。

　

能
登
の
新
た
な
観
光
資
源
で
あ
り
、
極
め
て
大
き
な
観

光
の
追
い
風
と
な
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

横
浜
市
鶴
見
区
總
持
寺
の
、
み
霊
祭
り（
７
月
）、
ご
う
ら
い
祭
り

（
８
月
）は
東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
鑑
み
、
大
幅
縮
小
・
中
止
と

な
り
ま
し
た
。

７
月
24
日
鶴
見
町
会
夏
祭
り
キ
リ
コ
参
加
も
中
止
い
た
し
ま
す
。
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能
登
弁
を
思
い
出
し
て
見
ま
せ
ん
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

声
を
出
し
て
詠
ん
で
み
ま
し
ょ
う
！

 

民
俗
資
料
「
ト
ン
と
昔
あ
っ
た
と
い
」

　
　
　
　

         ―

き
つ
ね
の
悪
ぢ
え―

　
　
　

 

坂
下
喜
久
次

　

と
ん
と
昔
あ
っ
た
と
い
。

　

狐
と
猿
と
、
か
わ
う
そ
と
、
山
の
せ
な
に
集
ま
っ
て
相
談

し
た
と
い
。
人
間
の
所
へ
行
っ
て
何
か
一
品
あ
て
も
っ
て
こ

ま
い
か
て
て
相
談
し
た
と
い
。

　

小
豆
餅
持
っ
て
来
た
も
ん
と
、
塩
も
っ
て
来
た
も
ん
と
、

茣
蓙
も
っ
て
来
た
も
ん
と
居
っ
た
と
い
。

　

狐
ぼ
ん
な
「
か
わ
う
そ
さ
ん
に
魚
を
と
っ
て
つ
け
る
の
に

塩
を
や
る
し
、
猿
は
木
の
上
に
上
る
さ
か
い
茣
蓙
を
や
る
。

俺
や
、や
ー
な
こ
っ
ち
ゃ
け
ど
、小
豆
餅
を
と
る
」
て
て
言
っ

た
と
い
。

　

か
わ
う
そ
は
塩
俵
を
か
ん
で
水
の
中
を
く
ぐ
っ
て
あ
る
い

た
の
で
、
塩
が
な
い
が
に
な
っ
て
し
も
た
と
い
。

　

猿
は
木
の
上
に
茣
蓙
を
し
い
て
ね
ま
っ
た
の
で
す
べ
っ

て
下
へ
落
ち
た

尻
を
つ
い
た
ら
、

猿
の
尻
は
赤
う

な
っ
た
と
い
。

　

か
わ
う
そ
と

猿
は
「
お
ど
れ

狐
に
だ
ま
さ
れ

た
」
て
て
狐
の

と
こ
ろ
に
行
っ

た
と
い
。

　

か
わ
う
そ
は
「
俺
や
狐
ど
ん
に
だ
ま
か
さ
れ
て
塩
が
な
い

が
に
な
っ
て
し
も
た
」、
猿
は
「
俺
や
狐
ど
ん
に
だ
ま
か
さ

れ
て
こ
ん
な
ひ
ど
い
目
に
な
っ
た
」
て
て
言
う
た
ら
、
狐
は

「
俺
は
や
ー
で
な
ら
ん
、
小
豆
餅
食
べ
た
ら
、
腹
い
た
う
て

ど
う
に
も
な
ら
ん
」
て
て
、
檻
の
中
へ
は
い
っ
て
ね
と
っ
た

と
い
。

　

と
ん
と
昔
や
す
ん
だ
と
い
。

　

以
上
少
年
の
頃
の
思
い
出　

昭
29
、11
、29
記  

（
こ
の
稿
終
了
）

「
す
ず
ろ
も
の
が
た
り
」18
号（
昭
和
30
年
正
月
上
旬
発
行
か
ら
）

　

飯
田
高
校
同
窓
会
は
、５
月
12
日
飯
田
高
校
に
お
い
て
「
創
立
百
周
年
事
業
実
行
委
員
会
総
会
」

を
開
催
し
た
。
総
会
に
は
実
行
委
員
会
会
長
西
山
郷
史
（
17
回
生
）
以
下
50
名
が
出
席
し
、
百
周

年
記
念
事
業
と
し
て

　

•
記
念
式
典
を
平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
一
日
（
日
）
挙
行
す
る

　

•
記
念
誌　
「
伝
説
と
ロ
マ
ン
の
里
」（
仮
題
）
を
発
刊
す
る

　

•
「
九
十
年
史
」
の
後
を
受
け
継
ぎ
「
飯
田
高
校
近
十
年
史
」
を
発
行
す
る

　

こ
と
の
他
、
飯
田
高
校
教
育
振
興
基
金
の
補
助
、
東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
支
援
を
行
う
こ
と

を
決
め
、
同
窓
生
な
ど
か
ら
広
く
寄
付
（
一
口
五
千
円
）
を
募
る
こ
と
と
し
た
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

珠
洲
市
野
々
江
町
一
字
一
番
地　

石
川
県
立
飯
田
高
校
内

　

創
立
百
周
年
事
業
実
行
委
員
会
事
務
局　

電
話 

〇
七
六
八
―
八
二
―
〇
六
九
三

 

飯
田
高
校
同
窓
会 

創
立
百
周
年
事
業
の
内
容
を
決
定

　

〜 
中
島
盛
夫
絵
師
が
見
附
島
の
壁
画
を
制
作 

〜

　

横
浜
市
Ｊ
Ｒ
桜
木
町
駅
前
の
飲
食
店
街
に
あ
る

「
明
る
い
農
村
居
酒
屋
ご
っ
つ
あ
ん
」
は
、
銭
湯
風

の
装
飾
や
風
呂
桶
な
ど
グ
ッ
ズ
を
揃
え
た
ユ
ニ
ー
ク

な
居
酒
屋
で
す
。
中
島
盛
夫
絵
師
（
珠
洲
市
観
光
大

使
）
が
珠
洲
市
宝
立
町
の
宝
湯
の
壁
画
を
手
が
け
た

こ
と
を
ご
縁
に
、
見
附
島
観
光
協
会
と
の
交
流
が
深

ま
り
、
同
協
会
の
強
い
要
請
で
同
店
内
に
能
登
半
島

の
シ
ン
ボ
ル
見
附
島
の
壁
画
を
制
作
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

六
月
一
二
日
（
日
）
午
後
、
横
浜
市
中
区
の
居
酒

屋
ご
っ
つ
あ
ん
に
は
、
同
店
大
森
美
津
男
店
長
が
会

長
を
務
め
る「
横
浜
銭
湯
め
ぐ
り
会
」の
仲
間
や「
全

国
灯
台
め
ぐ
り
会
」
の
会
員
ら
約
50
人
余
り
が
客

席
一
杯
に
な
り
、
縦
１
６
０
セ
ン
チ
、
幅
３
０
０
セ

ン
チ
の
壁
に
筆
を
走
ら
せ
る
中
島
絵
師
の
筆
捌
き
に

眼
を
凝
ら
し
ま
し
た
。
１
時
間
余
り
で
中
央
に
能
登

の
シ
ン
ボ
ル
・
見
附
島
が
出
現
し
鎮
座
す
る
と
観
客

か
ら
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
左
手
の
丘

に
遠
目
の
禄
剛
崎
灯
台
が
画
か
れ
ま
し
た
。
見
附
島

観
光
協
会
か
ら
差
し
入
れ
ら
れ
た
宗
玄
ワ
ン
カ
ッ
プ

の
振
る
舞
い
酒
が

程
良
く
回
っ
て
か

「
師
匠
、
津
波
が

来
な
い
よ
う
に
画

い
て
よ
！
」
と
の

観
客
の
掛
け
声
に

中
島
絵
師
は
「
大

森
店
長
、つ
ま
み
が
こ
な
い
っ
て
ヨ
」
と
応
答
し
、

爆
笑
と
な
り
ま
し
た
。

　

見
附
島
手
前
に
浮
か
ん
だ
小
舟
に
は
ど
う
い
う

訳
か
「
豚
」
が
画
か
れ
頭
を
傾
げ
る
と
、
観
客
の

一
人
が「
芥
川
賞
作
家
・
荻
野
ア
ン
ナ
さ
ん
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
だ
よ
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。「
豚
」

の
眼
入
れ
と
「
第
二
宝
湯
」
の
記
名
に
よ
り
３
時

間
程
で
ペ
ン
キ
絵
は
完
成
し
、
各
々
和
気
あ
い
あ

い
の
記
念
撮
影
と
な
り
ま
し
た
。

　

後
半
に
は
、
い
し
か
わ
交
流
会
の
参
加
で
遅
れ

た
表
久
雄
飯
田
高
校
同
窓
会
東
京
支
部
長
、
笠
原

英
二
東
京
珠
洲
会
会
長
も
駆
け
付
け
懐
か
し
い
ふ

る
さ
と
の
風
景
に
感
激
の
面
持
ち
で
あ
り
ま
し

た
。

　

続
い
て
近
く
の
居
酒
屋
で
行
わ
れ
た
横
浜
銭
湯

め
ぐ
り
の
会
の
懇
親
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
荻
野

ア
ン
ナ
さ
ん
（
慶
應
大
学
文
学
部
仏
文
科
教
授
）

と
初
対
面
で
あ
っ
た
の
に
臆
せ
ず
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

横
浜
桜
木
町
の
居
酒
屋
に
見
附
島
出
現

の
「
豚
」
に
つ
い
て
質
問
、
教
授
は
〝
と
ん
と
ん

拍
子
〞
に
掛
け
た
と
か
。
表
支
部
長
、
笠
原
会
長

と
新
し
い
話
題
「
世
界
農
業
遺
産
」
に
つ
い
て
、

揚
げ
浜
塩
田
、
千
枚
田
、
あ
え
の
こ
と
な
ど
豊
か

な
能
登
の
里
山
里
海
を
解
説
し
て
、
能
登
来
訪
に

歓
待
し
ま
す
と
招
請
し
た
と
こ
ろ
、
荻
野
ア
ン
ナ

教
授
は
「
よ
ろ
こ
ん
で
、〝
能
登
（
の
ど
）
元
過

ぎ
た
ら
〞
に
な
ら
な
い
よ
う
に
」
と
快
諾
の
返
事

で
あ
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
中
締
め
で
、
役
員
か
ら
「
第
一
宝
湯

（
宝
立
町
所
在
の
銭
湯
の
こ
と
）
に
も
豚
を
画
き

に
行
き
ま
し
ょ
う
」
と
の
提
案
が
あ
り
、
賛
同
多

数
の
拍
手
で
い
き
な
り「
来
年
一
月
能
登
ツ
ア
ー
」

を
決
定
、
浜
っ
子
の
気
の
早
さ
に
驚
か
さ
れ
る
と

同
時
に
見
附
島
が
能
登
の
重
要
な
観
光
資
源
で
あ

る
こ
と
が
強
く
認
識
さ
れ
た
一
日
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
光
眞
記
）

熱筆を振るう中島盛夫絵師
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◉
ふ
る
さ
と
行
事
◉

７
月
12
日
〜
14
日 

が
ん
ば
ろ
う
日
本 

福
島
・
輪
島
物
産
展

 

東
京
丸
の
内
マ
ル
キ
ュ
ー
ブ
（
丸
ビ
ル
一
階
）

７
月
20
日
（
水
） 

17 

：
30
〜 

 

ふ
る
さ
と
会
連
絡
会 

千
代
田
区
麹
町 

ラ
ウ
ン
ジ
春
秋
館

７
月
24
日
（
日
） 

11 

：
30
〜 

 

能
登
空
港
応
援
隊
結
成
式
・
交
流
会 

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

９
月
８
日
〜
14
日 

北
陸
三
県
の
物
産
展 

東
武
デ
パ
ー
ト
船
橋
店

９
月
27
日
〜
10
月
３
日　

金
沢
・
能
登
美
味
と
美
技 

栃
木
県
福
田
屋
宇
都
宮
店

９
月
22
日
〜
23
日 
ふ
る
さ
と
回
帰
フ
ェ
ア2

0
1
1

  
早
稲
田
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
大
隈
講
堂
、
10
号
館
、
11
号
館

９
月
20
日
、27
〜
28
日 

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
金
沢
東
京
公
演

 

　
　

〜 
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム 

〜

 

東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

９
月
25
日
（
日
） 

全
国
石
川
県
人
会
連
合
会
全
国
大
会　
山
代
温
泉

10
月
13
日
（
木
）　 

午
後
２
時

 

東
京
珠
洲
会
懇
親
会　
御
徒
町
吉
池
ビ
ル　

池
田
屋

10
月
14
日
（
金
） 

午
後
６
時
30
分

 

い
し
か
わ
県
人
祭　
文
京
区　

椿
山
荘

◎ 

横
浜
市
鶴
見
区
總
持
寺
の
み
霊
祭
り（
７
月
）、
ご
う
ら
い
祭
り（
８
月
）
は

　

 

東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
鑑
み
、
大
幅
縮
小
・
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

  
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
「
能
登
平
家
の
郷
」
を
Ｐ
Ｒ

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
来
年
の
大
河
ド
ラ
マ
に
「
平
清
盛
」
を
放
映
す
る
こ
と
か
ら
、

平
時
忠
の
縁
の
奥
能
登
を
押
し
出
す
機
会
だ
と
し
て
、
珠
洲
市
・
輪
島
市
合

同
組
織
の
「
能
登
平
家
の
郷
構
想
推
進
協
議
会
」
は
、大
兼
政
忠
男
会
長
（
珠

洲
市
議
会
副
議
長
）
ら
十
数
人
が
５
月
27
日
上
京
し
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
要
請
を
行
っ

た
。
珠
洲
市
水
元
副
市
長
ら
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
製
作
部
長
ら
と
面
談
し
、
時
国
家
や

平
時
忠
の
墓
所
、
義
経
伝
説
な
ど
を
解
説
し
、
平
家
の
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る

奥
能
登
が
ド
ラ
マ
の
中
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
製
作
者

は
「
時
忠
の
配
役
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
重
要
な
役
柄
で
あ
る
」
と

考
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
披
瀝
し
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
往
訪
の
後
、
目
黒
駅
前
「
能
登
の
夜
市
」
に
お
い
て
珠
洲
商
工

会
議
所
藤
野
裕
之
・
重
政
靖
之
両
副
会
頭
、
油
谷
久
雄
事
務
局
長
ら
一
行
と

石
川
県
人
会
西
喬
事
務
局
長
、
東
京
珠
洲
会
笠
原
英
二
会
長
、
間
垣
部
屋
・

駿
馬
（
中
板
）、
石
井
か
ほ
り
監
督
ら
と
交
流
会
を
行
い
奥
能
登
の
押
し
出

し
に
努
力
す
る
抱
負
を
熱
く
語
り
合
っ
た
。

「
揚
げ
浜
式
製
塩
法
」

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
に

　

新
保
博
司
さ
ん
の
「
平
時
忠
伝
説
」

　

正
院
町
の
新
保
さ
ん
は
「
ふ
る
さ

と
紀
行
（
一
）
正
院
川
尻
城
も
の
が

た
り
」
に
続
き
「
須
須
神
社
由
緒
と

義
経
蕨
姫
伝
説
」
を
発
刊
し
た
。
同

誌
に
は
「
平
時
忠
伝
説
」
も
収
録
さ

れ
て
お
り
、
壇
の
浦
の
戦
い
に
敗
れ

能
登
の
国
に
配
流
に
な
っ
た
時
忠
に

つ
い
て
記
し
て
い
る
。

第４回

主 催：「いしかわ県人祭 in 東京」実行委員会
会 費：男性10,000円、女性7,000円、学生3,000円

椿山荘 プラザ5F「オリオン」
東京都文京区関口２-10-８　TEL：03-3943-1111会 場

日 時

※午後４時からプラザ５Fロビーで「いしかわ物産市」「お茶席」を開催します。
※会場へはお早めにお越し下さいます様お願いいたします。

※このチケットはお帰りの際までお持ち下さい。

in 東京in 東京
2011年10月14日（金曜日）  懇親会：午後6時30分～

　

東
京
の
映
画
監
督
・
石
井
か
ほ
り
さ
ん
が
長
編
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
ひ
と
に
ぎ
り
―
奥
能
登
の
塩

―

」（
仮
題
）
の
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
四
季
を

通
じ
珠
洲
の
地
を
丹
念
に
追
い
か
け
、
塩
づ
く
り
に
生

き
る
人
々
や
雄
大
な
自
然
を
映
像
に
納
め
た
石
井
監
督

は
、
豊
か
な
文
化
財
産
を
後
世
に
伝
え
た
い
と
抱
負
を

述
べ
て
い
る
。
石
川
県
や
石
川
県
観
光
連
盟
、珠
洲
市
、

珠
洲
商
工
会
議
所
が
後
援
し
て
お
り
、
今
秋
の
公
開
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
製
作
を
支
援
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
＝

「
塩
な
か
ま
」
を
募
集
し
て
い
る
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

〒1
0
8
-0
0
7
3

   

東
京
都
港
区
三
田
１
―
２
―
２
０
矢
島
ビ
ル5

0
1

　

映
画
ひ
と
に
ぎ
り
製
作
上
映
委
員
会

　
（
㈲
ヒ
バ
ナ
・
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
）

   TEL 0
3
-5
8
5
6
-6
3
5
5
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○
過
疎
化
、
高
齢
化
な
ど
地
方
の
空
洞
化
が
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
石
川
県
人
会
の
活
動
で
は
、
い
し
か
わ
交

流
会
、
い
し
か
わ
県
人
祭
な
ど
の
首
都
圏
の
行
事
が
年
々
盛
会
と
な

る
と
同
時
に
、
観
光
特
使
の
依
嘱
、
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
地
元
石
川

県
と
の
各
方
面
の
連
携
が
徐
々
に
強
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ

と
の
活
性
化
に
果
た
す
各
方
面
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
当
応
援
団
は
発
足
３
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
認
知
度
も
高
ま
り
「
石

の
上
に
も
３
年
」
で
し
ょ
う
か
。
当
初
か
ら
の
活
動
目
的
「
ふ
る
さ

と
奥
能
登
と
首
都
圏
の
出
身
者
の
橋
渡
し
を
通
じ
て
奥
能
登
の
振
興

を
支
援
す
る
」
に
立
ち
返
る
と
、
一
定
の
成
果
を
感
じ
と
れ
る
も
の

の
〝
ま
だ
ま
だ
〞
の
感
は
否
め
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
の
ご
支
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。　

○
こ
の
度
、
乙
丸
秀
次
氏
（
飯
田
高
校
21
回
生
・
若
山
町
出
身
）
に

事
務
局
を
手
伝
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。   　
　
　
　

                   　
（
事
務
局　

光
眞
）

【
略
歴
】

平
成
３
年
飯
田
高
校
卒
（
43
回
生
）

平
成
７
年
３
月 

神
奈
川
大
学
卒

平
成
22
年
３
月 

法
政
大
学
大
学
院
に
て

地
域
づ
く
り
の
研
究
を
行
う

平
成
23
年
３
月
10
日 

目
黒
駅
前
に

　
「
能
登
の
夜
市
」
開
店

★ 

メ
ッ
セ
ー
ジ

　

能
登
の
地
酒
、
食
材
を
揃
え
て
〝
ご
っ
つ
お
う
の
心
〞

で
お
も
て
な
し
を
い
た
し
ま
す
。
ま
た
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
と
し
て
能
登
の
観
光
情
報
の
発
信
基
地
に
な
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。
皆
さ
ん
寄
っ
て
っ
て
く
だ
し
！

頑
張
る
奥
能
登
人  

制　

       
作            

株
式
会
社 

警
察
研
修
社  T

E
L
. 0

3
-3
3
6
5
-3
8
2
9
 

事 

務 

局 

か 

ら

　

６
月
12
日
、
千
代
田
区
永
田
町　

都
道
府
県
会
館

に
お
い
て
「
第
四
回
い
し
か
わ
交
流
会
の
準
備
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。
主
催
者
で
あ
る
石
川
県
か
ら
北
村

修
観
光
交
流
局
次
長
ら
幹
部
が
上
京
、
表
飯
田
高
校

同
窓
会
東
京
支
部
長
、
笠
原
東
京
珠
洲
会
会
長
、
安

田
さ
い
た
ま
石
川
県
人
会
会
長
ら
在
京
の
ふ
る
さ
と

会
の
代
表
者
な
ど
六
〇
名
が
参
加
し
た
。

　

観
光
交
流
局
か
ら
首
都
圏
か
ら
の
二
四
三
万
人
の

観
光
客
を
五
〇
〇
万
人
に
す
る
観
光
プ
ラ
ン
に
つ
い

て
、
地
域
振
興
課
か
ら
「
い
し
か
わ
第
二
の
ふ
る
さ

と
」
振
興
事
業
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
表
正
人

空
港
企
画
課
長
か
ら
「
能
登
空
港
が
開
港
８
年
目
に

初
め
て
搭
乗
率
が
６
割
を
切
る
危
機
的
な
状
況
に
あ

り
、
首
都
圏
で
能
登
空
港
応
援
隊
を
結
成
し
て
利
用

促
進
を
図
ろ
う
」
と
訴
え
た
。

 
石
川
県
交
流
会
の
開
催

　

６
月
７
日
か
ら

13
日
ま
で
、
中
央

区
八
重
洲
の
田
中

八
重
洲
画
廊
で
釈

迦
院
時
雄
（
釈
山

人
）
さ
ん
の
竹
筆

を
始
め
陶
芸
家
の

為
重
功
さ
ん
高
畠

和
夫
・
久
子
さ
ん
の
珠
洲
焼
な
ど
能
登
・
加
賀
の
伝
統
工
芸

展
が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
観
客
が
訪
れ
た
。
釈
迦
院
さ
ん

（
野
々
江
町
85
歳
）
は
、
竹
筆
作
り
の
第
一
人
者
で
昨
年
３

月
50
年
余
り
の
竹
筆
作
り
の
苦
闘
な
ど
思
い
を
つ
づ
っ
た
詩

歌
文
集
「
竹
筆
の
旅―

今
日
即
有
」
を
出
版
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ
先

金
沢
市
石
引
４
―
２
―
８ 

秀
晃
ビ
ル

イ
ー
グ
ル
技
術
研
究
所　

TEL 0
7
6
-2
2
5
-7
0
0
7 ―

奧
能
登
食
材
の
居
酒
屋

 

「
能
登
の
夜
市
」
を
開
店
―

釈
迦
院
時
雄
さ
ん
ら
作
品
展
開
催

  

第
四
回
い
し
か
わ
交
流
会

８
月 

７
日
（
日
）
12
：
30 

〜 

15
：
00

千
代
田
区
隼
町
一
―
一

グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門

会
費　

五
、〇
〇
〇
円

県
政
報
告 

観
光
特
使
の
活
動
報
告
な
ど

交
流
と
親
睦
の
会

東京都品川区上大崎2-27-1
サンフェリスタ目黒B1F-102
TEL 03-6417-9787

川
畠 

嘉
浩

　
　
　

さ
ん

（
能
登
町
・

　

 

宇
出
津
出
身
）


